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サンゴの生物鉱化作用と古環境復元
Biomineralization of corals and paleoenvironmental studies
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サンゴ骨格は過去の環境の記録媒体として優れており、古気候および古海洋の分野で広く用いられている。炭酸カル
シウムの骨格には過去の水温、塩分などの情報が残されており、分析化学的手法を併用することで、古環境の定量的な
復元が可能となる。近年の分析装置の発展や生物情報学の進展などから、骨格に記録された環境指標の信頼度の精査な
ども行われ、過去の気候記録や炭素循環に関する知見および環境変動に対する生態系の適応性などについても議論が進
められるようになってきた。本講演では、我々のグループで取りくんでいる研究について紹介するとともに、生物情報
学などとの融合によって、温暖化の進行により引き起こされる海洋酸性化と生態系についての知見についても発表する。
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